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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月24日(2014.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　バランスドアーマチャトランスデューサ組付体を形成する方法であって、
　ドライブピンを形成するフィードワイヤを、リードのワイヤ接触点上に位置特定するこ
とと、
　前記リードを溶融して前記フィードワイヤの第１端を前記リードの中に進行させること
によって、前記フィードワイヤの第１端を前記リードに溶接することと、
　前記フィードワイヤを切断して前記ドライブピンを形成することと、
　前記ドライブピンをパドルに固定することと
　を含む方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項８】
　バランスドアーマチャトランスデューサ組付体を形成する方法であって、
　ドライブピンを形成するフィードワイヤをリードにおいて、前記リードを前記フィード
ワイヤに接触させることによって位置特定することと、
　前記リードを第１レーザにより溶融して前記フィードワイヤの第１端を前記リードの中
に進行させることによって、前記フィードワイヤの第１端を前記第１レーザにより前記リ
ードにレーザ溶接することと、
　第２レーザにより前記フィードワイヤをレーザ切断してドライブピンを形成することと
、
　前記ドライブピンをパドルに接着することと
　を含む方法。
 
【手続補正３】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２４】
　ドライブピンをバランスドアーマチャトランスデューサのリードに形成する方法であっ
て、
　フィードワイヤをリードのワイヤ接触点に接触させて配置することと、
　前記リードに熱源を向けて前記ワイヤ接触点に近接する前記リードの一部を液化するこ
とと、
　前記フィードワイヤを前記リードの液化された前記一部の中に進行させることと、
　前記リードの液化された前記一部を凝固させて前記リードと前記フィードワイヤの間に
溶接部を形成することと
　を含む方法。
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